
 

    小樽商科大学履修方法等に関する規則 

 

（平成３年１０月１日制定） 

 

 （趣旨） 

第１条  小樽商科大学学則（以下「学則」という。）第３２条及び第４１条第２項に定める 

昼間コース及び夜間主コースの教育課程及び履修方法等並びに早期卒業に関する必要な事

項は，この規則の定めるところによる。 

 （開講科目等） 

第２条 毎学年の開講科目，単位数及び担当者は，学部教授会の議を経て学長が定める。 

 （授業科目の履修及び履修制限） 

第３条 授業科目の履修は開講する年度の配当年次によるものとし，上位配当の授業科目の

履修は認めない。 

２ 前項の規定は，学則第２７条第３項に基づく留学による授業科目の履修には適用しない。 

３ 既に単位を修得した授業科目は，再度履修することができない。 

４  授業担当教員は，教室等の収容人数を超える履修者がいる場合には当該授業科目の履修

者数について制限することができる。 

 （履修の上限及び再履修等） 

第３条の２  １年間に履修できる単位数の上限は，４０単位とする。ただし，３年次に履修

する研究指導は，第８条第５項に規定する早期卒業に該当する場合を除き，当該単位の内

に含めないものとする。 

２  ４年次の研究指導は，昼間コースの学生は１２単位を，夜間主コースの学生にあっては

８単位をそれぞれ前項に規定する４０単位の内に含め履修するものとする。 

３  過去に成績が不可となった授業科目(成績が０点となった授業科目を除く。)は，８単位

を限度として第１項の単位数とは別に再度履修することができる。 

４  以下の各号の一に該当する授業科目は，第１項に規定する単位数を超えて履修できるも

のとする。 

 (1) 教職共通科目 

 (2) 学科自由科目のうち卒業所要単位に含まれない科目 

５  第１項の本文の規定にかかわらず，本学の３年次に編入学した者については，初年度に

限り１年間に履修できる単位数の上限を４８単位とする。 

 （他のコースにおける履修科目の範囲） 

第４条  学則第２６条第２項の規定により夜間主コースの学生が履修できる科目は，当該年

度に夜間主コースで開講されていない科目に限るものとする。 

 （他の大学等の授業科目の履修） 

第５条 学則第２７条第１項及び第２項の規定により他の大学等の授業科目を履修できる者

は，２年次生以上とする。 

２ 前項の他の大学等及び授業科目は，別に定める。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第６条 学則第２８条の規定により入学前の既修得単位の認定を希望する者は，入学後速や



 

かに本学所定の様式により，願い出なければならない。 

 （履修の変更等） 

第７条 学則第３０条の規定により授業科目履修の承認を受けたものについては，次の各号

に掲げる場合以外は，その取消し又は変更を認めない。 

(1) 第２学期から開講となる授業科目について，第２学期の所定の期間内に届け出て承認

を受けることにより，履修科目を変更する場合。 

(2) 第１学期及び第２学期から開講する授業科目について，それぞれの所定の期間内に届

け出て承認を受けることにより，履修科目を取り消す場合。 

２ 学生が第１学期を休学し，第２学期から復学する場合，又は学則第３４条の規定により

復学を許可された者が第２学期から授業科目を履修しようとする場合は，所定の期間内に

届け出て承認を受けなければならない。 

 （２年次の単位修得基準等） 

第７条の２  学則第２５条第２項に規定する所定の単位数は，１年次及び２年次配当の卒業

所要単位数に算入される科目のうちから４６単位以上とする。 

２  前項の単位数を２年を超えて修得した者は，修得した年度の終了後２年以上在学しなけ

ればならない。 

３  第１項に規定する単位数を在学期間６年を満了しても修得できないときは，学則第３６

条第１号に規定する除籍事由に該当するものとする。 

 （研究指導等の履修等） 

第８条  研究指導は，昼間コース及び夜間主コースともに原則として必修科目とする。だだ

し，各学科等が特に必要であるとして当該学生に例外的措置を認める場合は，この限りで

ない。 

２  研究指導を履修しようとする者は，担当教員の承認を得なければならない。 

３  第１項ただし書きの規定により研究指導を履修しないこととなる学生は，自学科の学科

科目のうちから研究指導に相当する単位数の授業科目を別に履修しなければならない。 

４  第２項により承認された研究指導の履修は，任意にその所属を変更することができない。 

５  学生は，３年次及び４年次にわたり４学期を履修するものとする。ただし，第９条の２

に定める早期卒業の場合は，３年次における２学期を履修することで足りるものとし，こ

の場合は卒業研究として，昼間コースは６単位を学科発展科目に，夜間主コースにあって

は４単位をコース発展科目にそれぞれ認定する。 

 （卒業論文） 

第９条 昼間コースの学生で，研究指導を履修する者は，卒業論文を提出しなければならな

い。 

 （早期卒業） 

第９条の２  学則第４１条に定める卒業（以下「早期卒業」という。）の認定は，学生が早

期卒業を希望しており，かつ，３年次終了時に卒業所要単位に算入される科目のうち１２

４単位以上を修得し，全修得科目の総単位数のうち「秀」及び「優」を合わせて８０パー

セント以上有している場合に，別に定める審査を経た上で行うことができる。 

２  学則第４１条第１項に定める本学に３年以上在学した者に準ずる者とは，学校教育法施

行規則第１４７条第１号及び第２号に規定する早期卒業の要件を満たす大学（短期大学を



 

除く。）から編入学を許可された者であって，前項に規定する要件のすべてに該当し，か

つ，在学期間が通算して３年以上となった者をいう。 

３ 早期卒業を希望できる学生は，２年次終了時において，全修得科目の総単位数のうち「秀」

及び「優」を合わせて８０パーセント以上有していなければならない。 

４  前項の規定に該当する学生となる者の３年次に履修できる単位は，第３条の２第１項の

本文の規定にかかわらず，４８単位までとする。この場合において，第３条の２第３項に

定める再度履修を妨げない。 

  （早期卒業の適用除外） 

第９条の３  前条第１項及び第２項の規定は，平成１３年４月１日（以下「施行日」という。）

前から引き続き本学に在学する者，又は編入学若しくは再入学を許可された者であって，

修業年限に通算された当該在学期間に施行日前の期間が含まれるものについては適用しな

い。 

 （科目修了の認定） 

第１０条 科目修了の認定は，科目試験及び提出された卒業論文の審査によって行う。 

 （科目試験） 

第１１条 科目試験は，履修科目について定期及び随時に行う。 

  （試験の受験資格） 

第１１条の２ 前条に規定する試験は，各授業科目の講義，実験，実習及び実技のそれぞれの

時間数の３分の２以上出席しなければ受験することができない。ただし，授業科目担当教

員が教育上有効と判断した場合は，この限りではない。 

２  授業担当教員は，所定の条件を満たさない者で特別の理由があると認められる場合は，

受験させることができる。 

 （履修科目の成績等） 

第１２条 履修科目の成績は，秀（９０点～１００点），優（８０点～８９点），良（７０

点～７９点），可（６０点～６９点）又は不可（６０点未満）により評価し，可（６０点）

以上を合格とする。ただし，インターンシップの成績については，合格又は不合格による

評価とする。 

２ 試験の成績は，学業成績票をもって通知し，学期の開始時に交付する。 

 （追試験） 

第１３条 科目試験に欠席した者に対する追試験は，原則として行わない。 

   附 則 

１ この規則は，平成３年１０月１日から施行する。 

２ この規則施行の際，現に在学している者の履修方法等に関する取扱いについては，なお

従前の例による。 

   附 則 

 この規則は，平成４年２月５日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，平成５年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この規則は，平成９年４月１日から施行する。 



 

２ この規則施行の際，現に在学している者の履修方法等に関する取扱いについては，なお

従前の例による。 

   附 則 

 この規則は，平成１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

１  この規則は，平成１３年４月１日から施行する。 

２  平成１３年３月３１日以前に入学した者の履修方法等に関する取扱については，なお従

前の例による。 

   附 則 

 この規則は，平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，平成１７年４月１日から施行する。ただし，改正後の第９条の２の規程は平

成１６年度入学者から適用する。 

   附 則 

１ この規則は，平成１８年４月１日から施行する。 

２ 平成１８年３月３１日以前に入学した者の履修方法等の取扱いについては，第１２条第

１項ただし書の規定を除き，なお従前の例による。 

   附 則 

 この規則は，平成１９年１２月２６日から施行する。 

   附 則 

１ この規則は，平成２４年４月１日から施行する。 

２ 平成２４年３月３１日以前に入学した者の履修方法等に関する取扱いについては，なお

従前の例による。 

   附 則 

 この規則は，平成２７年４月１日から施行する。 

 


